
課
硫
漢

字

の

音

と

訓

白

木

進

初
め
に
一

 
教
育
の
基
礎
的
な
媒
介
は
言
語
で
あ
る
。
然
る
に
日
本
の
国
語
教
育
は
、
と

も
す
れ
ば
文
字
（
漢
字
）
教
育
と
な
り
、
ま
た
明
治
以
来
の
国
語
政
策
を
見
て

も
、
未
だ
に
文
字
（
漢
字
）
政
策
が
中
心
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
蓋
し
漢
字
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

ラ
テ
ン
文
字
と
は
性
質
を
異
に
し
、
そ
れ
は
文
字
で
あ
る
と
同
時
に
語
で
あ
り

／
国

項
／

中
 
国

朝
 
鮮

越
 
南

直
接
言
語
に
連
な
る
の
故
で
あ
ろ
う
。

 
漢
字
は
、
少
な
く
と
も
（
注
-
）
三
千
五
百
年
以
前
に
申
国
に
生
ま
れ
、
そ
の

後
漸
次
周
囲
に
広
ま
り
、
長
い
間
「
東
亜
に
お
い
て
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
的
役
割
」

（
塩
谷
温
一
新
雪
国
の
序
）
を
果
し
て
来
た
が
、
近
時
は
嘗
て
の
漢
字
文
化
圏

諸
国
・
諸
民
族
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
に
即
し
た
国
語
政
策
へ
と
転
換
し
、
そ
の

歴
史
と
現
況
を
表
示
す
れ
ば
左
の
如
し
。

日
 
本

（
琉
球
）
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読
み
方

字
音
仮
名

独
自
の

か
な

国
 
 
字

（簾
｢は鎌

解
あ
り

り
 
 
 
 
 
 
 
と

吏
 
 
読

 懸
吐
（
未
完
）

（国
 
 
字
ア
リ

直
 
 
読

蹄

輔

国
 
 
字
ア
リ

訓
民
正
音
（
三
よ
）
（
諺
文
）

 訓直

読読

万
葉
仮
名

片
カ
ナ

平
か
な

国
 
 
字
ア
リ

 訓直

読読

琉
球
の
訓
読
は
英
和
二
年
（
＝
一
六

〇
）
漁
鑑
が
伝
え
た
。

合
音
（
沖
縄
語
）
に
よ
る
訓
読
、
開

音
（
日
本
語
）
に
よ
る
訓
読



現
 
 
在

中
共
は

一
九
五
二
年
字
数
制
限
、

一
九
五
六
年
字
体
簡
化
、

一
九
五
七
年
ラ
テ
ン
化
案

を
採
択
し
て
い
る
。

（
諺
文
）

 
 
 

ハ
ン
グ
ル

紗
言
専
用

 
北
（
朝
鮮
）

 
南
（
韓
国
）

天
八
七
年
仏
領
と
な
り
、

ロ
ー
マ
字
採
用

は
一
九
四
五
年
か
ら

は
一
九
七
二
年
か
ら

明
治
以
降
漢
字
は
制
限
の
方
向
、
か
な
は

統
一
（
明
三
三
）
し
、
言
文
一
致
、
漢
字

交
り
。
か
な
文
を
標
準
と
す
る

 
日
本
は
漢
字
の
影
響
を
最
も
深
く
受
け
、
か
つ
最
も
幅
広
く
活
用
し
て
来
た

国
で
あ
る
。
今
後
も
な
お
之
を
利
用
し
続
け
て
行
く
で
あ
ろ
う
。

先
に
も
述
べ
た
如
く
、
漢
字
は
文
字
で
あ
る
と
同
時
に
語
で
あ
り
、
従
っ
て
時

運
の
進
展
と
共
に
不
断
に
増
加
す
る
。
代
表
的
字
典
を
あ
げ
て
示
せ
ば
、

説
文
解
字

 
 
 
（
後
漢
一
幅
慎
）

計段転形会指象
 借注三皇事形

一
、

七
、

二
六
四

一
二
九

二
五
四

七
〇
六

九
、
三
五
三

六
書
略
 
 
 
一

 
（
北
宋
-
鄭
樵
）

 
 
 
 
 
六
〇
八

 
 
 
 
 
一
〇
七

 
 
 
 
 
七
四
〇

 
 
二
一
、
八
一
〇

 
 
 
 
 
三
七
二

 
 
 
 
 
五
九
八

計
二
四
、
≡
二
五
一

康
熈
字
典

 
（
清
1
康
煕
帝
）

 
三
類
の
計

 
 
凡
一
千
数
百
字

凡
四
七
、
○
○
○

計
四
八
、
六
四
一
字

 
こ
の
故
に
漢
字
（
漢
語
）
は
、
常
に
旧
を
整
理
し
新
を
統
一
し
、
調
整
を
図

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 
（
漢
字
を
使
う
限
り
、
い
わ
ゆ
る
「
送
り
が
な
」
の
問
題
も

切
り
離
せ
な
い
。
）
そ
の
長
を
知
り
、
短
を
覚
り
、
採
る
べ
き
を
採
り
捨
つ
べ

き
を
捨
て
、
今
後
に
対
処
す
べ
く
、
こ
こ
に
改
め
て
「
日
本
に
お
け
る
漢
字
の

音
と
訓
」
と
を
省
み
た
い
。

 
日
本
に
お
け
る
漢
字
の
音
と
訓

日
本
に
お
け
る
漢
字
の
音

一
、
周
・
漢
・
魏
の
古
音

 
ウ
メ
 
ウ
マ
 
フ
デ
 
タ
ケ

梅
馬
考
量
な
ど
は
古
い
中
国
音
だ
と
言
わ
れ
る
。

 
切
．
囚
町
回
σ
q
N
o
P
は
℃
げ
昌
巴
O
o
q
団
9
昌
創
》
β
9
①
9
0
ぼ
冨
●
5
P
9
の
中

 
で
、
シ
ナ
語
か
ら
日
本
語
へ
入
っ
た
単
語
と
し
て
邑
（
い
へ
）
室
（
さ
と
）

 
築
（
つ
く
）
編
（
か
き
）
析
（
さ
く
）
閾
（
ゆ
か
）
絹
（
き
ぬ
）
和
（
し

 
ね
）
鮫
（
か
ひ
）
竹
（
た
け
）
麦
（
む
ぎ
）
杉
（
す
ぎ
）
琢
（
と
ぐ
）
剥
（

 
は
ぐ
）
脛
（
し
ほ
）
郡
（
く
に
）
盆
（
ふ
ね
）
鎌
（
か
ま
）
夏
（
な
つ
）
馬

 
（
う
ま
）
梅
（
う
め
）
を
あ
げ
て
み
る
。
 
（
世
界
言
語
概
説
（
下
）
二
八
三

 
頁
）

 
歌
語
で
は
外
来
語
を
厭
う
の
で
あ
る
が
、
之
ら
の
語
は
万
葉
に
八
代
集
に
、

字
音
語
と
し
て
の
意
識
も
な
く
随
所
に
出
て
来
る
か
ら
、
外
来
語
と
し
て
は
随

分
古
く
、
か
つ
同
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
蓋
し
王
葬
の
言
泉
（
紀
元
一
四
年
作
の
貨
幣
で
、
裏
面
に
講
書
で
貨
泉
の
二

字
を
鋳
る
。
一
二
五
年
、
後
漢
の
光
武
即
位
、
や
が
て
貨
泉
の
使
用
を
禁
止
し

四
〇
年
に
鴨
島
銭
を
作
る
。
）
が
九
州
か
ら
近
畿
に
か
け
て
出
土
し
て
い
る
し

筑
前
の
志
賀
ノ
島
で
発
掘
の
（
注
2
）
金
印
（
漢
委
奴
国
王
）
は
、
後
漢
光
武
の
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中
元
二
年
（
紀
元
五
七
年
）
に
受
け
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
日
支
、
生
鮮
の
交

通
が
紀
元
前
後
に
既
に
存
在
し
、
従
っ
て
漢
字
も
渡
来
し
て
い
る
の
は
確
実
で

あ
る
。
尤
も
漢
字
を
文
字
と
し
て
理
解
し
得
な
か
っ
た
例
も
あ
り
、
大
野
晋
氏

は
そ
の
｝
証
左
と
し
て
、
長
崎
県
東
松
浦
郡
出
土
の
三
神
三
獣
鏡
の
銘
文
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 

 
吾
作
明
寛
署
長
奇

 
 
 
 
 
 
 
 

 
保
子
宜
孫
富
豪
砦

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

と
脚
韻
を
ふ
ん
だ
筈
な
の
に
、
奇
の
位
置
が
砦
の
字
の
下
へ
ず
れ
て
い
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
 
（
仮
名
文
字
、
仮
名
文
の
創
始
一
九
ぺ
）

 
魏
志
倭
人
伝
に
は
、

 
倭
人
…
旧
百
余
国
、
漢
時
有
二
朝
見
者
一
。
今
使
立
所
レ
通
三
十
国
。

と
記
す
。
同
書
の
、
日
本
の
国
名
、
人
名
、
官
名
に
宛
て
た

 
 
0
 
 
 
 
 
 
 
0
 
 
0
 
 
 
 
 
 
 
0
 
 
 
 
 
 
 
0
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
イ
コ
マ
 
キ
ク
チ
ピ
コ
 
ヒ
ナ
モ
リ
 
タ
マ

 
伊
支
馬
 
狗
古
智
卑
狗
 
卑
奴
母
離
 
多
模

な
ど
の
字
音
に
は
、
後
世
の
漢
・
呉
音
と
異
な
る
も
の
が
多
い
。
推
古
朝
の
遺

文
に
見
え
る
音
仮
名
も
然
り
。

 
新
撰
姓
氏
録
は
、
弘
仁
年
間
に
万
多
親
王
が
勅
を
受
け
て
撰
進
、
左
右
両
京

と
畿
内
五
力
国
の
氏
を
収
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
総
数
は
一
、
〇
五
九
氏
。
而

し
て
帰
化
入
の
系
統
に
属
す
る
も
の
は
「
諸
悪
」
の
部
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
数

三
二
四
氏
。
之
は
全
数
の
約
三
〇
％
に
当
る
を
見
れ
ば
、
帰
化
人
の
多
き
に
驚

く
。
日
本
か
ら
朝
鮮
に
或
い
は
支
那
に
渡
る
と
同
時
に
、
彼
の
地
か
ら
も
日
本

に
渡
来
す
る
者
が
多
く
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
響
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
音
を

伝
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
周
代
の
古
音
に
湖
る
（
周
代
古
音
考
1
-
大
矢

）
と
言
い
、
豊
代
の
音
（
「
か
な
」
＝
頁
1
小
松
）
と
言
い
、
漢
・
魏
時
代

の
北
方
古
音
（
「
国
語
及
び
朝
鮮
語
の
た
め
」
八
二
頁
所
引
1
小
倉
）
を
伝
え

た
も
の
、
更
に
は
、
 
「
三
韓
ノ
方
音
俗
諺
モ
ァ
リ
ケ
リ
」
 
（
同
文
通
年
一
白

石
）
と
言
う
が
、
そ
れ
等
が
混
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

 
注
1
、
河
南
省
芳
意
県
の
工
芸
よ
り
出
土
の
亀
甲
主
骨
は
十
余
響
片
。
之
に

 
 
刻
さ
れ
た
文
字
を
股
嘘
文
字
と
い
う
。
漢
字
と
し
て
は
既
に
簸
る
程
度

 
 
進
ん
だ
形
と
い
わ
れ
る
が
、
現
存
漢
字
と
し
て
は
最
古
の
も
の
。
而
し
て

 
 
こ
の
地
は
段
の
盤
庚
（
一
W
・
（
∪
・
刈
心
一
～
日
一
い
）
一
九
代
よ
り
三
〇
代
紺
（
b
d

 
 
齢
O
．
も
心
～
よ
P
）
に
至
る
二
七
〇
余
年
間
の
都
の
跡
で
あ
る
。

注
2
、
後
漢
書
倭
伝
云
、
倭
二
二
韓
東
南
大
海
申
一
。
…
…
中
元
二
年
倭
奴

 
 
国
…
朝
貢
。
光
武
賜
以
二
印
綬
一
。
と
。
天
明
四
年
志
賀
島
で
発
掘
の
「

 
 
漢
委
奴
国
王
」
印
が
之
に
充
て
ら
れ
る
。

二
、
呉
音
・
漢
音

 
紀
に
拠
れ
ば

応
神
一
五
年
、
百
済
王
遣
二
阿
直
岐
一
。

〃
 
「
六
年
、
王
仁
来
之
。
 
（
論
語
・
千
字
文
を
削
る
こ
と
は
記
に
見
ゆ
。
）

継
体
七
年
、
百
済
…
貢
二
五
経
博
士
段
乾
魚
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

〃
一
〇
年
、
貢
二
五
経
博
士
漢
高
安
茂
一
。

 
之
ら
が
伝
え
た
も
の
は
、
呉
音
か
漢
音
か
、
今
は
確
め
る
術
が
無
い
。
 
（
宣

 
長
は
、
漢
字
三
音
考
に
、
高
安
茂
が
漢
人
五
経
博
士
と
し
て
教
え
た
の
だ
か

 
ら
漢
音
で
あ
ろ
う
と
い
う
が
、
当
時
は
南
北
朝
で
、
漢
人
と
言
っ
て
も
北
人

 
か
南
人
か
は
不
明
で
あ
る
。
）

欽
明
一
三
年
、
百
済
聖
明
王
…
献
二
釈
迦
仏
金
鋼
像
一
魑
、
幡
蓋
若
干
、
経
論

若
干
巻
一
。
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大
江
書
房
の
対
馬
貢
銀
記
（
朝
野
群
載
巻
三
所
収
）
に
い
う
、
欽
明
天
皇
之

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
代
、
仏
法
始
渡
二
項
土
一
。
此
島
有
二
一
比
丘
尼
一
、
以
二
呉
音
一
伝
レ
之
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
因
レ
薙
日
域
経
論
、
功
用
二
此
音
一
。
故
謂
二
之
対
馬
音
｝
。

推
古
一
五
年
、
大
礼
小
野
臣
妹
子
遣
二
三
大
唐
㎝
、
以
二
鞍
作
福
利
一
年
二
通
事
一
。

 
遣
晴
、
遣
唐
使
が
こ
こ
に
始
ま
る
が
、
之
（
六
〇
七
年
）
よ
り
凡
そ
三
百
年

 
間
、
 
（
廃
止
は
宇
多
寛
平
六
年
-
八
九
四
年
）
送
迎
使
を
含
め
て
、
遣
階
使

 
三
回
、
遣
唐
使
一
九
回
、
始
め
は
多
く
北
路
、
後
に
は
多
く
南
路
を
採
っ
て

 
直
接
晴
都
（
大
興
）
唐
都
（
長
安
）
を
訪
ず
れ
、
北
方
中
原
の
漢
音
に
接
し

 
た
。

天
武
朝
 
大
学
寮
に
音
博
士
二
人
を
置
く
。

 
職
員
令
、
音
博
士
二
人
、
掌
レ
教
レ
音
。

持
統
五
年
、
唐
の
音
博
士
六
七
恪
、
続
守
言
来
る
。
 
（
紀
）

称
徳
神
護
慶
雲
元
年
、
同
じ
く
婁
晋
卿
来
る
。
 
（
続
紀
）

 
衰
晋
卿
は
後
に
日
本
に
帰
化
す
る
が
、
音
博
士
に
は
唐
人
、
又
は
そ
の
子
孫

 
が
任
命
き
れ
、
漢
音
を
教
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

呉
・
漢
音
に
関
す
る
諸
説
を
綜
合
す
る
と
、

地
域
的
に

音
質
的
に

且
1x

立日

漢

三日

江
左
、
い
わ
ゆ
る
呉
の
地
方
の

音
（
南
方
音
）

漢
以
後
、
王
室
も
度
々
南
に
移

っ
て
お
り
、
却
っ
て
正
音
を
伝

え
て
い
る
。

北
方
河
北
の
、
い
わ
ゆ
る
漢
ノ

中
原
の
音

又
、
江
左
を
除
く
漢
土
の
音
（

漢
字
三
音
考
）

隔
。
唐
以
来
、
三
族
が
多
く
入

り
、
そ
れ
ら
の
音
が
混
入
し
ゴ

ツ
ゴ
ツ
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
漢
字
の
音
と
訓

時
代
的
に

芸
林
摘
葉

に
い
う

た
は
れ
草

 
あ
る
人
、

 
む
 
 
む

 
呉
音
は
韓
国
の
字
音
、

 
年
を
経
て
、

芳
洲
は
人
も
知
る
朝
鮮
語
学
者
、

り
は
南
方
音
に
近
い
の
を
知
る
。
例
え
ば
左
の
如
し
。

朝
鮮
音

㎝
古
く
朝
鮮
か
ら
、
支
那
本
土
か
 
呉
音
よ
り
は
後
れ
て
伝
わ
っ
た

｝
ら
伝
わ
っ
た
。
 
（
紀
元
五
t
六
 
 
（
紀
元
七
-
八
世
紀
こ
ろ
）

世
紀
こ
ろ
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｝
呉
音
は
大
江
氏
の
音
（
呉
、
疑
 
漢
音
は
菅
原
氏
の
音
（
漢
、
疑

「
江
字
回
忌
伝
也
）
 
 
 
 
 
 
赤
字
一
一
伝
也
）

一 

@
芸
林
摘
葉
は
岩
井
中
山
（
良
純
）
の
著
、
宝
歴
三
年
の
宇
あ
る
由
。
今
は
岩
垂
三
徳
-
漢

」
 
字
聲
音
談
四
二
ぺ
よ
り
引
く
。

（
西
森
芳
洲
）
に
い
う
、

 
呉
音
、
漢
音
と
い
ふ
こ
と
を
尋
ね
し
ゅ
ゑ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
漢
音
は
も
ろ
こ
し
の
字
音
に
て
さ
ふ
ら
ふ
。
さ
れ
ど

 
 
い
っ
と
な
く
此
国
の
こ
ゑ
と
な
り
た
る
な
り
と
こ
た
へ
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
今
の
朝
鮮
音
を
見
て
も
、
中
国
の
北
方
音
よ

イ

ノレ

二
イ
ー

三
 
 
四
 
 
五

サ
ム
 
サ
ー
オ
ー

広
東
音
 
ヤ
ッ
イ
ー
サ
ム
セ
ー
ウ
ン

北
京
音

イ
ー

ルア
  ．

ン・

 サ

 
 
 
 
北
京
音

 
 
学
 
シ
ュ
イ
エ

 
 
文
 
ウ
ェ
ン

 
 
幾
 
チ
ー

 
 
家
 
チ
ア

日
本
の
古
典
は

 
記
、
仏
典
は
呉
音

．
ス
ウ
ー

広
東
音

永
ッ
ク

マ
ン

ケ
イ

カ
ー

       ウリクロツリー．LL
        オ ツクユハ

       チ ツチ チ             七        i  アル
カキムハ朝       パ  パ  パ1   ンク鮮        1 ツ ル八
     音
       ウチ カ ク
             九        オ ウ  l

       I・プサプシ             十        シ  ツ  ツ
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紀
は
…
…
漢
音

 
万
葉
は
両
用
し
て
い
る
。

呉
・
漢
音
の
対
立

 
延
暦
に
入
り
、
呉
音
、
漢
音
の
称
で
両
者
を
区
別
し
、
拮
抗
を
見
る
に
至

る
。
 
 
（
仏
書
）

イ
桓
武
ノ
訓
岨
-
内
臆
ハ
ヲ
温
下
立
日
ニ
ヨ
ミ
、
先
達
ハ
ヲ
導
砥
立
日
晒
ヨ
ム
ベ
シ
。

ロ
延
暦
一
一
年
閏
＝
月
ノ
勅
-
明
経
之
徒
、
不
レ
可
レ
習
二
呉
音
一
、
発
声
諦

 
読
既
致
二
三
謬
一
。
熟
二
習
漢
音
一
。
 
（
日
本
紀
略
九
）

ハ
〃
 
一
二
年
夏
四
月
丙
子
ノ
制
t
自
レ
今
以
後
、
年
分
度
者
非
レ
習
二
漢
音
｝

 
勿
レ
令
二
得
度
一
。
 
（
類
・
聚
国
史
一
-
仏
道
部
）

二
〃
 
．
一
七
年
、
太
政
官
宣
日
、
諸
読
書
及
出
身
等
、
皆
令
レ
読
二
漢
音
一
、
勿
レ

 
用
二
呉
音
一
。
 
（
桃
源
瑞
仙
の
史
記
抄
）

ホ
〃
 
一
七
年
ノ
詔
一
用
二
漢
音
一
読
二
五
経
一
、
明
経
之
徒
、
従
レ
之
読
二
十
三
幽

 
経
一
也
。
如
二
詩
文
雑
書
一
、
呉
漢
雑
用
、
仏
書
働
レ
旧
以
二
呉
音
一
読
焉
。

へ
〃
 
一
一
三
年
ノ
勅
-
錐
レ
読
二
諸
論
一
、
若
レ
不
レ
読
レ
話
者
、
亦
不
レ
得
レ
度
。

 
其
広
渉
二
経
論
一
、
習
レ
義
特
高
者
、
勿
レ
限
二
巴
音
一
。
自
レ
今
以
後
、
永
為

 
二
恒
例
一
。
 
（
日
本
後
紀
）

ト
〃
二
五
年
ノ
官
符
1
須
各
三
二
本
業
疎
一
、
読
二
法
葦
金
光
明
二
部
経
漢
音

 
回
訓
一
、
経
論
之
中
、
問
二
大
義
十
条
一
、
通
二
五
以
上
一
者
、
乃
三
二
得
度
】

 
 
（
類
聚
三
代
格
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
延
暦
の
頃
は
既
に
呉
音
の
普
及
が
久
し
く
、
且
つ
広
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
朝

廷
は
初
め
、
仏
曲
ハ
は
呉
音
で
、
儒
教
経
典
は
漢
音
を
建
て
前
と
し
、
何
れ
か
と

言
え
ば
呉
音
を
圧
え
、
漢
音
を
奨
励
し
た
形
だ
が
、
q
↓
に
至
っ
て
は
、
仏
経
に

於
て
も
漢
音
を
正
音
と
立
て
て
い
る
。
詔
令
が
度
々
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

そ
の
目
的
が
思
っ
た
程
果
さ
れ
な
か
っ
た
証
左
で
も
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
イ
ン

三
、
唐
音

 
 
 
 
オ
ン

 
遣
唐
使
の
廃
止
後
、
日
支
の
公
の
交
流
は
絶
え
た
が
、
そ
の
後
も
求
道
入
唐

の
僧
、
帰
化
僧
、
一
般
人
の
往
来
は
絶
え
ず
、
宋
一
元
-
明
一
清
に
亘
り
、
そ

れ
ら
の
齎
し
た
彼
の
土
の
新
し
い
音
を
、
唐
音
又
は
宋
音
と
い
う
。
 
（
南
方
音

多
し
）

枕
華
に
薫
る
雛
銘
め
廓
彰
古
学
青
畳
癒
邸
の
如

き
が
そ
れ
で
あ
る
。

四
、
現
代
音

曄
が
共
通
で
理
解
で
き
る
せ
い
か
、
現
代
の
中
国
立
．
は
固
有
名
詞
、
そ
れ

も
地
通
鹸
鍛
、
迷
妖
浸
潔
い
。

 
例
、
面
子
 
障
子
 
麻
 
雀
 
老
麺

 
 
 
 
 
呉
音
 
 
 
漢
音
 
 
 
唐
音
 
 
 
 
現
代
音

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
コ
ド
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ン
ト
ン

東
ト
ゥ
 
ト
ゥ
ト
ン
玉
響
ト
ン
箔
強

 
京
 
 
キ
ョ
ウ
 
 

ケ
イ
 
 
キ
ン
南
京
 
 
チ
ン
北
京

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ン
グ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
イ
ン
ハ
ン

 
行
ギ
ョ
ウ
 
コ
ウ
ア
ン
行
宮
（
ハ
ン
銀
行
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ン
ブ
シ
ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
シ
ン
行
不
行
）
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付
慣
用
音
百
姓
読

（ 
石
（
漢
音
セ
キ
呉
音
シ
ャ
ク
）
を
男
名
の
場
合
に
コ
ク
、
 
（
斜
の
意
に
用
う

）
輸
（
漢
・
呉
音
と
も
に
シ
ュ
）
を
ユ
、
と
読
ん
で
わ
が
国
に
慣
用
久
し
き
も

の
を
慣
用
音
と
い
う
。
盲
（
コ
ウ
）
濤
（
デ
キ
）
の
如
き
を
、
モ
ウ
（
盲
と
誤

る
）
ジ
ョ
ウ
（
条
の
音
に
引
か
る
）
と
読
む
を
百
姓
読
と
い
う
。

 
い
わ
ゆ
る
呉
音
漢
音
に
該
当
せ
ず
、
慣
用
音
と
片
付
け
ら
れ
て
い
る
音
が
、

実
は
真
の
呉
音
漢
音
で
あ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
も
、
岡
本
勲
i
「
日
本
漢
字
音

に
於
け
る
規
範
と
事
実
」
 
（
国
語
国
文
-
四
三
年
七
月
号
）
に
例
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

 付
 
二
、
現
代
の
傾
向

（ 
呉
音
は
一
般
に
拗
音
、
濁
音
（
有
声
）
が
多
く
、
柔
か
い
響
を
持
つ
が
、

時
は
漢
音
に
移
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば

 
易
ヤ
ク
↓
エ
キ
 
孔
子
ク
ジ
↓
コ
ウ
シ
 
男
女
ナ
ン
ニ
ョ
↓
ダ
ン
ジ
ョ

 
女
性
ニ
ョ
シ
ョ
ウ
↓
ジ
ョ
セ
イ
 
便
覧
ビ
ン
ラ
ン
↓
ベ
ン
'
ラ
ン

日
本
に
お
け
る
「
漢
字
の
訓
」

近

 
 
む
 
 
む

 
「
訓
読
」
と
い
う
こ
と
-
訓
読
と
い
う
ホ
ン
ヤ
ク
形
体
を
発
明
し
て
、
漢
籍

を
易
く
広
く
か
つ
比
較
的
高
度
に
理
解
し
得
た
の
は
、
日
本
独
得
の
方
法
で
あ

っ
た
。
そ
の
経
緯
を
国
語
学
辞
典
に
拠
り
、
簡
明
に
引
く
と
、

 
1
、
漢
字
を
そ
の
訓
に
よ
っ
て
読
む
こ
と
。

日
本
に
お
け
る
漢
字
の
音
と
訓

 
2
、
漢
字
を
日
本
語
の
語
法
に
従
っ
て
逐
語
的
に
訳
読
す
る
こ
と
。

 
 
推
古
期
ご
ろ
（
七
世
紀
終
り
）
に
は
す
で
に
こ
の
方
式
が
相
当
整
備
し
て

 
 
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
訓
点
で
書
記
し
始
め
た
の
は
奈
良
時
代
末
か
ら

 
 
で
あ
る
。

訓
読
に
は
表
記
に
も
訓
ミ
方
に
も
色
々
の
方
式
が
あ
り
、
今
、
平
安
朝
野
の
好

み
方
の
一
、
二
例
を
示
す
と
、

 
詩
経
 
甥
胞
兆
ト
ミ
ヤ
ビ
ヤ
カ
ナ
ル
淑
女
ノ
ヨ
キ
ヲ
ト
メ
ハ
君
子
ノ
マ
レ
ビ
ト

 
 
 
 
ノ
好
述
ノ
ヨ
キ
タ
グ
ヒ
ナ
リ
。

 
 
 
 
 
テ
ン
チ
 
 
 
 
 
 

ゲ
ン
ク
ワ
ウ

 
千
字
交
 
天
地
ノ
ア
メ
ッ
チ
ハ
玄
黄
ト
ク
ロ
キ
ナ
リ
。

 
 
 
 
ト
ザ
マ
ニ
ユ
キ
 
 
カ
ウ
ザ
マ
ニ
ユ
キ
 
 
ク
モ
ハ
ル
バ
ル

 
塩
嚢
抄
東
行
 

西
行
 
雲
漂
々

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
ウ
フ
ウ
ト
ウ
ユ
ウ

 
三
善
為
康
の
童
蒙
順
韻
 
東
風
凍
融
 
ひ
が
し
の
 
か
ぜ
ふ
い
て
 
こ
お
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
く

備
考
 
朝
鮮
に
お
け
る
諺
解
は
一
五
世
紀
、
諺
文
が
で
き
て
か
ら
の
も
の
だ

が
、
ω
漢
文
と
し
て
読
む
も
の
と
、
回
朝
鮮
文
と
し
て
読
む
も
の
と
二
通
り

あ
る
。
そ
の
例
を
示
す
と
、

 
ω
徳
不
孤
1
叫
必
有
隣
司
日
誹

 
㈲
省
略

訓え
ω
原
義
（
中
国
）
 
 
あ
る
漢
字
の
意
味
を
、
似
た
意
を
有
す
る
他
の
漢
字

 
 
で
示
す
。

 
イ
、
訓
、
教
説
也
。
駄
言
川
声
。
橘
謹
糊
（
説
文
）
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ロ
、
告
ナ
リ
 
順
ナ
リ
 
理
ナ
リ

 
 
ハ
、
書
典
ノ
注
解
-
文
字
の
注
釈
（
爾
雅
の
釈
訓
 
 
訓
話
な
ど
）

 
ω
和
訓
（
日
本
）

 
 
 
 
 
 
 
 
む

記
ノ
序
に
、
己
因
レ
訓
述
者
、
詞
不
レ
逮
レ
心
。
の
訓
は
ω
の
原
義
。

 
 
 
 
 
 
 
 
む

記
の
走
、
莫
原
羅
深
緑
琴
の
訓
は
ω
の
和
訓
．

 
訓
は
固
有
名
詞
か
ら
始
ま
る
。
漢
籍
に
も
早
く
そ
の
例
あ
り
。
動
乱
倭
人
伝

に
日
本
の
国
名
、
人
名
、
官
名
を
記
し
て
、

 
ゴ
キ
 
ヒ
ミ
コ
 
キ
ク
チ
ヒ
コ

 
一
支
 
卑
弥
呼
 
狗
古
智
卑
狗

等
と
書
く
。
日
本
も
亦
之
に
倣
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
万
葉
仮
名
の
用
法
は
、
古
い

も
の
は
固
有
名
詞
に
限
ら
れ
、
奈
良
朝
以
後
は
漸
次
他
の
分
野
に
も
広
が
る
。

、
万
葉
仮
名
に
み
る
、
訓
を
示
す
漢
字
使
用
法
。

 
イ
、
 
＝
子
で
 
1
国
語
の
一
音
節
を
表
わ
し
た
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
 
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
全
訓
 
射
 
蚊

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
 
 
 
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
略
訓
 
市
 
常

 
 
 
 
 
 
 
2
国
語
の
二
音
節
以
上
を
表
わ
し
た
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
す
ず
 
 
い
か
り
お
ろ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴
 
 
憾
下

 
ロ
、
二
字
以
上
で
 
1
国
語
の
一
音
節
を
表
わ
し
た
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
 
 
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
十
 
牛
鳴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
国
語
の
二
音
節
以
上
を
表
わ
し
た
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
で
 
 
 
 
く
ゆ
た
ふ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左
右
手
 
猶
豫
不
定

 
 
 
 
 
 
 
し
 
 
 
 
く
く
 
 
 
 
い
 
 
で

 
ハ
、
㎜
戯
訓
 
重
二
 
八
十
一
 
山
上
姶
仮
有
由
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

記
ノ
序
に
、
亦
於
二
姓
日
下
一
、
謂
二
玖
沙
詞
…
、
於
二
名
帯
字
一
、
謂
二
多
羅
斯
一
。

如
レ
此
之
類
、
随
レ
本
不
レ
改
。

 
 
 
ク
サ
カ
 
タ
ラ
シ

と
い
う
日
下
、
帯
の
如
き
は
、
古
く
か
ら
の
慣
用
で
あ
ろ
う
。

訓
の
発
生
 
作
り
方

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア

ー
、
新
来
の
漢
字
を
、
そ
の
意
に
通
う
和
語
に
充
て
る
。

 
漢
字
は
本
来
多
義
、
従
っ
て
訓
は
多
い
（
コ
コ
ロ
↓
心
神
情
意
-
…
・
）
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ
マ
 
カ
ワ

 
時
の
経
過
の
中
で
、
漸
次
あ
る
字
に
固
定
し
て
ゆ
く
。
山
 
川
の
如
し
。

 
ま
た
一
旦
は
固
定
し
て
も
、
い
つ
し
か
死
語
と
消
え
去
か
、
新
し
い
訓
が
改

 
め
て
生
れ
る
も
あ
り
。

倭
名
一
日
響
壇
誤
繍
写
舞
．
と
あ
る
が
、
狂
の
訓
「

 
 
太
布
流
」
は
今
日
は
通
じ
な
い
。

 
山
 
川
 
家
 
米
 
の
如
き
自
然
物
は
変
り
が
少
な
い
が
、
階
級
や
世
情
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ
ツ
コ
 
 
モ
ミ
ツ

 
連
な
る
語
は
移
り
変
り
が
多
い
。
例
 
賎
 
 
赤

 
イ
、
漢
字
一
字
の
訓

 
 
 
 
 
ア
キ

 
 
正
訓
 
秋

 
 
 
 
 
ア
キ

 
 
義
訓
 
金
（
五
行
説
か
ら
）

 
 
 
 
 
ア
キ

 
 
 
 
 
冷
（
属
性
か
ら
）

 
 
義
訓
は
、
万
葉
仮
名
で
は
特
に
付
属
語
に
多
い
。

 
 
サ
ヘ
 
 
ス
ラ
 
 
ツ
ツ
 
 
マ
デ

 
 
副
 
尚
 
乍
 
及

 
ロ
、
漢
字
二
字
以
上
の
訓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ユ
 
 
シ
グ
レ
 
ク
ナ
バ
ヌ
 
サ
サ
ヤ
ク
 
 

ア
 
マ
 
 
イ
k
，
コ

 
 
a
、
意
味
か
ら
 
年
魚
 
時
雨
 
織
女
 
 
私
語
 
 
白
水
郎
 
従
兄
弟

 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ザ
ヨ
ヒ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
十
六
夜

臼84〕



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
タ
ロ
グ

 
 
b
、
音
も
併
せ
考
え
て
 
型
録

2
、
枕
詞
か
ら

 
ア
ス
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ス
ガ

 
飛
鳥
（
飛
ぶ
鳥
の
ア
ス
カ
）
 
春
日
（
春
の
日
の
カ
ス
ガ
）

3
、
新
来
の
漢
字
（
漢
語
）
に
対
し
て
、
和
語
が
無
い
時
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キ
ク
 
 
コ
ゥ

 
イ
、
原
音
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
。
 
（
菊
 
孝
）

 
ロ
、
漢
字
の
注
よ
り
訓
を
つ
く
る
。
 
（
字
注
訓
と
い
う
。
）

 
 
ア
カ
ガ
ネ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
ロ
ガ
ネ

 
 
 
鋼
 
 
（
玉
篇
、
赤
金
也
）
 
鐵
 
 
（
説
文
、
黒
金
也
）

 
ハ
、
接
尾
語
を
つ
け
て
、
新
し
く
動
詞
化
す

 
 
a
名
1
，
ナ
ヅ
ク
，
描
ー
エ
ガ
ク
 
形
…
心
落
ド
ル
 
杖
i
ツ
エ
ツ
ク

 
 
，
婆
ー
メ
ト
ル

 
 
b
サ
変
 
都
ス
 
専
ラ
ニ
ス
 
重
ン
ズ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
デ
ツ
チ

 
 
c
ラ
行
四
段
（
料
ル
）
 
 
（
退
治
ル
）
捏
ル

 
 
d
マ
行
四
段
 
目
論
ム
 
（
カ
ム
）

 
 
e
力
行
四
段
 
乞
食
ク
 
装
束
ク
 
彩
色
ク
 
騒
動
ク

 
 
 
 
 
 
 
 
モ
ン
ド
 
 
 
テ
キ
タ

 
 
f
ハ
行
四
段
 
問
答
フ
 
敵
対
フ

 
 
9
メ
ク
を
つ
け
て
 
色
メ
ク
 
廓
メ
ク

 
 
h
バ
ム
を
つ
け
て
 
汗
バ
ム
 
虫
バ
ム

4
、
前
の
逆
で
、
和
語
に
対
し
之
に
相
当
す
る
漢
字
（
漢
語
）
の
無
い
と
き

 
イ
 
漢
字
を
、
原
義
を
ず
ら
せ
日
本
流
に
使
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ

 
 
a
原
義
か
ら
転
用
串
（
貫
ク
ノ
意
）
 
森
（
木
ノ
多
イ
サ
マ
）
 
咲
ク

 
 
 
（
咲
ハ
竺
く
ノ
＋
口
字
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ギ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ナ
シ

 
 
b
全
く
別
義
に
用
う
 
萩
（
ヨ
モ
ギ
）
 
咄
 
（
音
は
ト
ツ
ー
叱
ル
）

 
 
シ
ノ

 
 
 
偲
ブ
（
騒
乱
ム
）

日
本
に
お
け
る
漢
字
の
音
と
訓

ロ
 
新
し
く
漢
字

 
 
 
 
 
サ
カ
キ

 
a
峠
 
畑
 
榊

b
二
訓
あ
る
も
の

5
、

c
音
と
訓
と
あ
る
も
の

ビ
ヨ
ウ

d
鋲
人
並
纈
（
音
の
み
）

e
二
字
を
併
せ
善
う
。
 
（
人
名
な
ど
）
 
麿
 
粂
 
杢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド
ン
プ
リ
 
ザ
ン
ブ
リ

f
世
話
文
字
と
い
わ
れ
る
も
の
 
冠
 
、
揖
 
 
（
擬
声
語
）

 
備
考
 
f
の
本
と
な
っ
た
字
と
思
わ
れ
る
「
丼
」
は
康
煕
字
典
（
・
部

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ン

 
）
に
あ
る
。
 
ω
同
レ
井
 
回
集
韻
、
都
感
切
、
音
耽
、
投
二
物
井
中
一

 
声
。
と
注
す
。
物
を
井
の
中
に
投
じ
た
時
の
擬
声
語
と
す
れ
ば
や
は
り

 
「
ド
ン
ブ
リ
」
で
あ
ろ
う
。
・
（
日
本
で
は
食
器
の
ド
ン
ブ
リ
、
又
職
人

 
の
腹
掛
の
か
く
し
を
謂
う
。
）

新
入
の
洋
語
を
、
漢
字
を
借
り
て
表
記
す
る
。

 
 
 
 
コ
 
ヒ
 

a
音
か
ら
珈
球

 
 
 
 
 
 
メ
リ
ヤ
ス

b
意
味
か
ら
 
莫
大
小

 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ン
ク
リ
 
ト
 
ク
ラ
ブ

。
音
と
意
を
合
せ
て
 
混
凝
土
 
倶
楽
部

 
 
 
 
 
 
メ
！
 
ト
ル
 
 
グ
ラ
ム
 
リ
ッ
ト
ル
 
ヘ
ー
ベ
 
 
リ
ュ
ー
べ

d
度
量
衡
に
米
（
突
）
 
瓦
 
立
 
（
㎡
）
 
（
㎡
）

 
 
 
 
ド
ル

e
形
か
ら
 
弗
（
＄
に
似
て
い
る
の
で
）

 
 
 
 
ぺ
 
ジ

f
そ
の
他
 
頁

 
頁
の
音
は
元
来
は
シ
ウ
又
は
ケ
ツ
、
首
也
。
然
る
に
広
韻
あ
た
り
よ
り

 
音
エ
フ
、
葉
也
。
よ
り
て
昔
は
紙
を
一
葉
二
葉
と
数
え
た
か
ら
、
葉
に

ダヨ   ミノノ      

あヨ鰍宝購B
 ア フ  く

    ゆ
ド9カリこくる
ウ働琴平ル国
 ク  ム字
   峯シ'ノヘ  ノヘ

ク畠ク ル和
 ケ （字
   訓）
   のを
   み作
   ）る    Q
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代
り
、
頁
の
字
を
窟
α
Q
⑦
に
充
て
た
と
い
う
。

6
、
故
実
読
み
1
漢
字
で
書
い
た
古
語
を
、
古
来
の
慣
例
に
基
い
て
、
特
別
の

 
ヨ
ミ
カ
タ
を
す
る
も
の
。
言
泉
に
之
を
故
実
読
み
と
い
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ヤ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヤ
ウ
デ
ウ

 
イ
、
忌
む
べ
き
発
音
を
避
け
る
 
笏
（
コ
ツ
骨
を
さ
け
る
）
 
横
笛
（
ワ
ウ

 
 
テ
キ
王
敵
を
さ
け
る
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
モ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モ
ン
ド

 
ロ
、
慣
用
上
い
つ
し
か
変
遷
し
た
も
の
 
掃
部
（
古
語
カ
リ
モ
リ
）
 
主
水

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ツ
ト
リ

 
 
（
古
語
モ
ヒ
ト
リ
）
 
服
部
（
古
語
ハ
タ
オ
リ
ベ
↓
ハ
ト
リ
ベ
）

 
有
職
故
実
の
上
で
は
重
大
な
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
ヨ
ミ
カ
タ
を
違
え
て
は
な

ら
ぬ
と
し
、
名
目
抄
（
群
書
類
聚
）
の
如
き
専
書
（
之
は
公
家
故
実
）
さ
え

 
出
た
。

文
学
に
見
る
訓
i
ル
ビ
の
こ
と

 
漢
字
に
読
み
が
な
を
つ
け
る
「
ル
ビ
」
も
日
本
独
得
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
近
時
中
共
で
は
、
初
学
者
の
為
に
、
漢
字
の
発
音
を
ロ
ー
マ
字
で
示
し
て
い

 
る
。
之
も
一
種
の
ル
ビ
の
類
か
。

ル
ビ
に
は

 
ω
童
蒙
の
為
に
、
学
力
の
低
い
大
衆
の
為
に
、
つ
け
る
啓
蒙
的
な
も
の

 
ω
文
学
も
の
で
酢
版
儲
が
拡
大
解
釈
を
し
て
読
ま
せ
た
も
の
。

こ
こ
で
は
ω
を
と
り
あ
げ
て
見
る
。
こ
の
種
の
も
の
は
、
漸
く
読
書
層
の
広
ま

り
始
め
た
江
戸
町
の
も
の
、
そ
し
て
明
治
初
期
に
、
度
を
外
し
た
例
が
多
い
。

 
お
ど
け
は
な
し
う
き
よ
ふ
ろ
 
 
 
ど
れ
 
ど
れ
 
 
お
な
じ
は
だ
か
み

 
謬
話
浮
世
風
呂
 
敦
が
敦
や
ら
一
般
裸
禮
（
序
）

 
 
や
ら
あ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
つ
ば
つ

 
此
野
郎
ほ
う
を
の
べ
べ
を
引
張
た
と
思
っ
て
。
 
（
初
編
）

 
 
 
 
う
つ
く
し
い
き
も
の

浮
世
風
呂
は
パ
ラ
ル
ビ
だ
が
、
右
の
例
を
見
た
だ
け
で
も
、
無
理
な
フ
リ
ガ
ナ

で
あ
り
、
こ
の
フ
リ
ガ
ナ
を
取
っ
て
は
ま
と
も
に
読
み
難
い
。

 
明
治
初
期
の
も
の
は
、
特
に
翻
訳
物
に
問
題
が
あ
り
、
そ
の
ル
ビ
は
片
カ
ナ

あ
り
、
平
が
な
あ
り
、
右
側
に
、
左
側
に
、
或
い
は
両
側
に
と
様
々
で
、
両
側

に
つ
け
た
も
の
は
、

 
片
ヵ
ナ
で
つ
け
る

 
平
か
な
で
つ
け
る

 
右
を
片
カ
ナ
、
左
を
平
か
な
で
つ
け
る

な
ど
と
複
雑
で
あ
る
。
例
え
ば

 
 
 
 
 
 
ジ
ユ
ク
シ

 
主
人
客
ヲ
熟
視
シ
テ
日
ク
（
明
一
一
、
花
柳
春
話
、
六
ぺ
）

 
 
 
 
 
ト
ツ
ク
リ
，
ミ
テ

 
チ
ヤ
ズ
ム

 
裂
口
（
明
＝
二
、
九
十
七
時
間
二
十
分
月
世
界
旅
行
、
五
〇
ぺ
）

 
き
れ
く
ち

ル
ビ
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
三
、
四
、
一
〇
～
＝
二
の
大
阪
毎
日
紙
に
原
敬
の

「
ふ
り
仮
名
改
革
論
」
あ
り
、
和
訓
は
別
と
し
て
、
字
音
に
は
歴
史
的
か
な
つ

か
い
の
区
別
を
止
め
て
、
例
え
ば
、
 
「
あ
う
 
あ
ふ
 
わ
う
 
を
う
」
は
「
お

う
」
の
一
種
と
し
て
紙
上
に
試
み
ん
と
す
る
も
の
。
次
い
で
昭
和
一
三
年
に
は

山
本
有
三
に
よ
り
「
戦
争
と
二
人
の
婦
人
」
の
あ
と
が
き
で
、
ル
ビ
廃
止
意
見

が
打
ち
出
さ
れ
、
戦
後
の
今
日
、
遂
に
之
が
実
現
し
て
い
る
。
之
は
国
語
史
上

輝
か
し
い
成
果
で
あ
る
。

固
有
名
詞
の
音
訓
一
日
本
人
に
読
め
な
い
日
本
の
鰍
擁

 
漢
字
政
策
の
申
で
困
難
な
問
題
の
一
つ
に
固
有
名
詞
（
人
名
・
地
名
）

る
。
因
み
に
日
本
の
入
名
・
地
名
は
殆
ど
全
部
漢
字
で
書
か
れ
る
。

が
あ
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」

人
名
の
う
ち
、
女
子
に
は
若
干
か
な
書
き
が
あ
る
。

地
名
に
も
戦
後
は
か
な
書
き
の
市
町
村
名
が
出
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
の

 
昭
和
二
一
二
年
長
野
県
で
、
旧
宮
川
村
が
町
制
施
行
の
際
、
国
鉄
の
駅
名
柔
野

 
か
ら
と
っ
て
、
始
め
て
平
が
な
の
町
名
「
ち
の
町
」
が
誕
生
し
た
。
之
に
刺

 
戟
さ
れ
て
か
、
大
阪
府
中
河
内
郡
牧
岡
村
は
「
ひ
ら
岡
村
」
と
読
み
易
く
改

 
名
、
京
都
市
伏
見
区
に
は
「
ス
ス
ハ
キ
町
」
 
「
ケ
ナ
サ
町
」
な
ど
も
生
ま
れ

 
た
。
昭
和
三
〇
年
以
後
、
市
町
村
の
合
併
に
よ
り
、
現
在
の
か
な
書
き
市
町

 
村
名
は
左
の
八
つ
で
あ
る
。

 
む
つ
市
（
青
森
）
 
い
わ
き
市
（
福
島
）
 
マ
キ
ノ
町
（
滋
賀
）
 
す
さ
み

 
町
、
か
つ
ら
ぎ
町
（
和
歌
山
）
 
え
び
の
町
（
宮
崎
）
 
び
わ
村
（
滋
賀
）

 
む
つ
み
村
（
山
口
）

人
名
。
地
名
に
は
、
と
も
す
れ
ば
個
人
の
或
い
は
特
定
の
一
部
の
入
々
の
強
い

願
望
が
こ
め
ら
れ
、
「
特
異
で
あ
り
た
い
。
」
と
願
う
が
故
に
、
往
々
に
し
て

特
異
の
文
字
、
特
異
の
訓
み
が
附
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
一
種
の
既
得
権

と
な
り
、
特
に
地
名
で
は
長
い
生
命
を
持
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

 
日
本
の
地
名
・
人
名
が
日
本
人
に
も
読
め
な
い
字
が
出
て
く
る
の
は
、

 
イ
、
普
通
の
音
・
訓
に
な
い
訓
み
方
を
つ
け
て
特
異
が
る
。
i
従
っ
て
同
じ

 
 
字
が
幾
通
り
に
も
読
ま
れ
る
。

 
 
例
 
姓
 
吉
川
（
ヨ
シ
カ
ワ
 
キ
ッ
ヵ
ワ
）

 
 
 
 
名
 
孝
雄
（
ヨ
シ
オ
 
タ
カ
オ
）

 
 
 
 
地
名
 
神
戸
（
コ
ウ
ベ
ー
兵
庫
 
カ
ン
ベ
ー
三
重
 
カ
ン
ド
ー
鳥
取

 
 
 
 
 
ジ
ン
ゴ
ー
岡
山
 
カ
ノ
ト
i
東
京
 
コ
ウ
ド
ー
神
奈
川
 
ゴ
ウ
ド

 
 
 
 
 
一
和
歌
山
）

 
ロ
、
誤
っ
た
字
で
も
一
旦
戸
籍
に
載
る
と
、
姓
名
に
関
す
る
限
り
、
登
籍
さ

日
本
に
お
け
る
漢
字
の
音
と
訓

れ
た
字
を
正
し
い
と
す
る
。

ハ
、
人
名
を
難
し
く
し
た
も
の
に
、
昔
は
出
生
順
や
官
職
名
な
ど
を
盛
り
こ

ん
だ
こ
と
。

二
、
地
名
は
漢
字
の
渡
来
以
前
か
ら
存
在
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
始
め

万
葉
仮
名
式
で
表
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
紀
元
七
一
三
年
に
は
、

著
二
好
字
一
（
続
紀
）
の
命
あ
り
、
ま
た
、
用
三
一
字
一
、
必
取
二
嘉
名
一
（

延
喜
民
部
式
）
な
ど
で
複
雑
と
な
っ
た
。

対
策

1
、
国
鉄
で
は
同
一
駅
名
が
あ
っ
て
は
困
る
の
で
、
対
策
と
し
て
同
一
名
の
場

 
合
は
、
後
に
で
き
た
駅
に
旧
国
名
を
冠
す
る
。
例
え
ば
越
後
△
△
駅
と
「
越

後
」
を
冠
し
た
名
は
実
に
二
六
駅
も
あ
る
。

 
地
名
・
人
名
の
場
合
は
、
駅
名
の
よ
う
に
機
械
的
に
処
理
は
で
き
な
い
。
殊

 
に
既
存
の
名
は
、
他
か
ら
簡
単
に
改
め
得
る
も
の
で
も
な
く
、
た
と
え
自
ら

 
が
不
合
理
と
観
じ
た
場
合
で
も
、
勝
手
に
変
更
は
で
き
な
い
。
現
時
点
で
は

 
直
ぐ
に
解
決
さ
れ
る
問
題
で
な
い
の
で
、
当
用
漢
字
制
定
の
際
も
、

 
 
「
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
別
に
考
え
る
」

 
こ
と
と
し
て
外
し
た
が
、
今
後
慎
重
な
考
慮
を
要
す
る
。

2
、
▽
文
部
省
で
は
「
地
名
の
呼
び
方
と
書
き
方
」
一
社
会
科
手
引
書
（
三
四

 
◎
二
・
一
六
）
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
之
は
主
と
し
て
外
国
地
名
に
関
す
る

 
も
の
で
あ
る
。

▽
国
語
審
議
会
で
は
、
む
つ
か
し
い
地
名
の
実
例
を
あ
げ
、
今
後
つ
け
ら
れ
る

 
地
名
は
や
さ
し
く
、
読
み
違
い
の
起
ら
ぬ
よ
う
に
と
「
建
議
」
し
て
い
る
。

 
（
町
村
の
合
併
に
よ
っ
て
、
新
し
く
つ
け
ら
れ
る
地
名
の
書
き
方
に
つ
い
て
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一
二
八
・
一
〇
・
八
）

難
し
い
読
み
方
が
、
普
通
の
音
訓
に
変
移
す
る
例

 
北
海
道
 
ッ
キ
サ
ッ
プ
（
月
寒
）
↓
ツ
キ
サ
ム

 
東
京
（
九
段
）
イ
モ
ア
ラ
イ
ザ
ヵ
（
一
口
坂
）
↓
ヒ
ト
ク
チ
ザ
カ
「

 
京
都
 
シ
ュ
ガ
ク
イ
ン
（
修
学
院
）
↓
シ
ュ
ウ
ガ
ク
イ
ン

 
〃
 
 
マ
デ
ノ
コ
ウ
ジ
（
万
里
小
路
）
↓
マ
リ
シ
。
ウ
ジ

訓
よ
み
が
音
よ
み
に
変
っ
て
行
く
傾
向
も
あ
る
。

東
京
で
も
、
昔
の
△
△
町
（
マ
チ
）
が
△
ム
チ
ョ
ウ
と
呼
び
か
え
ら
れ
る
例

が
多
く
、
ま
た

 
須
田
町
の
 
ヨ
ロ
ズ
ヨ
バ
シ
（
三
世
橋
）
↓
マ
ン
セ
イ
バ
シ
な
ど
、
古
老

は
旧
名
を
愛
惜
す
る
が
、
致
し
方
も
な
い
。

3
、
姓
に
つ
い
て

 
 
朝
鮮
の
二
百
五
十
姓
、
中
国
の
約
三
千
姓
に
比
し
て
、
日
本
は
実
に
十
万

 
と
格
段
に
多
い
が
、
今
後
の
増
加
は
な
い
。
法
律
的
に
も
新
し
い
姓
が
生
れ

 
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。

名
に
つ
い
て

 
 
年
々
二
百
万
内
外
の
出
生
者
に
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
戦
後
は
戸
籍
法
に

 
よ
り
、
漢
字
な
ら
当
用
漢
字
（
昭
和
二
一
年
告
示
）
の
一
八
五
〇
字
（
泳
物
御
撰
礪

 
○
二
字
。
う
ち
一
三
一
字
は
始
．
め
か
ら
簡
体
字
と
し
て
発
表
さ
れ
、
そ
の
他
の
三
七
一
字
は
昭
二
四
・
四
・
二
八

 
「
当
用
漢
字
字
体
表
」
と
し
て
新
た
に
公
示
さ
れ
た
。
従
っ
て
後
の
三
七
［
字
の
前
身
の
本
字
は
、
一
旦
は
当
用

 
曜
韓
徽
㌧
ぼ
咄
窃
馳
鉱
舗
鱒
醜
卿
謄
F
翫
縦
揃
）
の
範
囲
内
で
、
お
よ
び
追
加
さ
れ
た
「
人
名

用
漢
字
」
九
二
字
（
昭
二
六
）
の
枠
内
で
命
名
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

 
 
但
し
漢
字
の
読
み
方
は
、
必
ず
し
も
音
訓
表
に
よ
ら
な
く
て
も
良
い
が
、

 
余
り
異
を
立
て
な
い
よ
う
自
制
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
附
）

ω
当
用
漢
字
の
音
訓
表

音
訓
総
数

 
音
の
数

 
 
う
ち
音
だ
け

 
訓
の
数

 
 
う
ち
訓
だ
け

三
、

二
、一

、

・
暗
共
に
あ
る
も
の
二
、

訂

   九〇
   〇〇

／＼ 二． ／＼ 一

一
八
八

 
 
 
（
一
、
八
五
〇
字
）

 
 
 
（
一
、
八
二
〇
字
）

 
 
 
 
 
（
八
四
四
字
）

 
 
 
（
一
、
○
〇
六
字
）

 
 
 
 
 
 
（
三
〇
字
）

一いﾁ
蕪
（
九
七
六
字
）

    1850字
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